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はじめに（制度の概要）                                                 

ᾭ◕πψʺ χ Ӿ●πΚϥᶘ ήϭχ ᶘϬ◦כΰʺ ᾭ◕ π Ӿ●ρΰοᶨ ΰοΜθ

ιΨθϛʺ◙ Ӿ● ☼ ˢӟᴞʺ ☼ ʻx τ∕ᶘβϥ χΞκʺ Ộῇτ ᾭ◕ χ Ӿ

ˢ̞ˣτ Ӿ●ρΰοỠ βϥӪ◘χΚϥ τ ΰʺ ᶘⱢỲϬ βϥˮ ᾭ◕ χ Ӿ●   

ᴂכ ᶘỲ˯ Ϭ 30s2018x τᵫ◐ΰϘΰθʻ 

 

Ộῇ͍ ӟ τ◕ χ Ӿ τ Ӿ●ρΰο ΰʺԏΦ Φ͑ ḧӟ Ỡ ΰθ ›τψʺ

ᶘⱢỲχ ḥϬ ᶛ ΰϘβʻ 

 

Ộῇχ Ϭ τέᾁ ΜθιΜθ πʺˮ ◕ π ΰθΜ˯ρΜΞӪ ϬΣⱱκχ Τϣ

χΣ ΰ₅ϙϬΣ κΰοΣϤϘβʻ 

 

̞ Ӿ τψ ᴦᵰϞ ψḯϙϘδϭה θ̒ιΰʺ άςϜהπΚμο Υˮ ̓̓ ˯ה

ψ Ӿ τḯϘϦϘβʻ 

 

貸与の対象】 

養成施設に在学し、以下の要件を全て満たしている方 

・ 卒業後１年以内に八戸市内の保育所等に就職し、継続して５年間以上保育士として勤務しようと 

する意思があること。 

・ 在学する養成施設の長の推薦を得られること。 

・ 家庭の経済状況等から、真に本修学資金の貸付けが必要と認められること。 

・ 他の自治体が実施する同種（※）の修学資金を借り受けていないこと。 

（※ 八戸市外の他市で実施する、その市に就職することを条件とした奨学金など） 

 

〇 上記の要件を満たす場合は、八戸市外に住所のある方でも対象となります。 

〇 「保育士として勤務」とは、保育士業務に１日６時間以上、月２０日間以上従事することであり、

短時間の勤務や、事務など他の業務への従事は該当しません。 

また、幼保連携型認定こども園において保育教諭として勤務する場合も含みます。保育士として

の雇用形態（正規雇用、非正規雇用）は問いません。 

 

【貸与の金額】 

月額４０，０００円（定額） 
 

【貸与の期間】 

貸与決定の年度の４月から養成施設を卒業する日の属する月まで貸与します。（上限 24か月間） 

ただし、休学・出席停止中は貸与を一時停止し、復学した場合又は停学処分が解かれた場合に  

再開します。 
 

【募集人員】 

  ８名以内（八戸市外の保育士養成施設は最大２名までを含む） 
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1．貸与を希望する場合の申請手続きについて（申請から決定の流れ）         

（１）修学資金の貸与申請 

申請に必要な書類は、八戸市こども未来課（（八戸市庁別館２階）で配布しているほか、八戸市

ホームページからもダウンロードできます。 

 

【申請に必要な書類】 

提出書類 対象者 

保育士修学資金貸与申請書（第１号様式） ・申込者 

前年分の収入を証明する書類（①～③のいずれか１つ※） 

①（令和５年分 給与所得の源泉徴収票の写し 

②（令和５年分 確定申告書 

（第１、２表の写し、税務署印のあるもの） 

③（令和６年度所得・課税証明書（無職・無収入など 

非課税である場合は非課税証明書） 

※（未申告の場合は申告が必要となります 

・家計支持者（父母または父母に  

代わって家計を支えている者） 

※収入の有無に関わらず、該当する

者が２人以上いる場合は全員の書類

を提出すること 

・連帯保証人 

状況確認票（第２号様式） ・申込者 

授業料年額がわかる書類の写し ・申込者 

成績証明書 ・申込者 

※第１学年の者は前在学校のもの。 

第２学年以上の者は在学校のもの。 

印鑑登録証明書 ・申込者（１部） 

・連帯保証人（２人分を１部ずつ） 

③指 （保育士養成施設の推薦書（第３号様式） ・申込者 

※ 保育士修学資金貸与申請書（第１号様式）裏面の課税資料閲覧同意欄において、市が課税 

資料を閲覧することに同意した連帯保証人については、申請する年の１月１日に八戸市に  

住民票を有する場合は、①～③の書類を提出する必要はありません。 

 ただし、市県民税の未申告、修正申告等により課税状況を確認できない場合は提出が必要に

なります。 

 

□世帯の状況を証明する書類（以下、①～⑤は該当する場合のみ提出が必要です） 

下記の項目に該当する場合は、項目ごとに提出する書類が異なりますので、必要となる書類

をよく確認して提出してください。 

 

①障がい者と同一の世帯 

障害者手帳の氏名、等級が記載されているページの写しを提出してください。 

 

②要介護者と同一の世帯 

介護保険被保険者証の氏名、要介護状態区分等が記載されているページの写しを提出して

ください。 
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③家計支持者が単身赴任している世帯 

最新の光熱水費の明細書、マイナンバーの記載されていない住民票等の別居を証明する  

書類の写しを提出してください。また、「状況確認票（第２号様式）」の３．世帯状況に、   

別居にかかる費用（上限 71万円）を記入してください。 

 

④６か月以上に渡る療養者と同一の世帯 

同一生計のご家族の中に６か月以上にわたる療養者がいる場合は、１年間の医療費支払金

額を算出し、「状況確認票（第２号様式）」の３．世帯状況に記入し、その総額を証明する  

書類（医療機関の領収書や医師の証明書などのコピー）を提出してください。 

なお、申込時点で療養を終えている場合の医療費や、差額ベッド代、食費、老人ホームの

入居費などは対象外です。 

 

⑤火災、風水害、盗難等の被害にあった世帯 

申込日から遡って１年以内に被害を受け、２年以上の長期にわたり支出の増加、収入の 

減少があり、著しい困窮状態に置かれている場合は、被害を証明する書類（り災証明書など）

の写しを提出し、その１年分の支出の増加額、収入の減少額を「状況確認票（第２号様式）」

の３．世帯状況に記入してください。ただし、保険等によって補填された金額は除いて   

ください。 

 

≪連帯保証人の要件≫ 

 以下の要件に当てはまる方を２人選任してください。 

・ 成年者で独立の生計を営んでいる方で、返済能力を有する者とします。 

・ 貸与を申し込む方が未成年者の場合は、２人のうち１人を法定代理人としてください。 

・ 生計を一にする父親と母親の両者を連帯保証人とすることはできません。 

※ 連帯保証人は、貸与を受ける者に誠実に誓約を履行させるとともに、貸与を受ける

者が返還の債務を履行しない場合には、その債務を負担することが求められます。 

 

≪書類作成上の注意点≫ 

     ※１ 消せるボールペンで記入しないでください。 

     ※２ 浸透印（シャチハタ等）による押印は不可です。 

     ※３ 提出書類には同一の印鑑を使用してください。 

※４ 書類を訂正する際には、使用した印鑑で訂正印を押してください。修正液・修正 

テープ・豆印での訂正はしないでください。 

※５ 連帯保証人の同意欄に押印する印鑑は実印とし、それぞれの印鑑登録証明書を  

1部添付してください。 

      

   ■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 
 

   ■申込期限    令和６年７月３１日（水）必着 
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（２）書類の審査・可否決定 

こども未来課において書類の確認を行い、選考による貸与の可否を決定後、結果については  

「保育士修学資金貸与・不貸与決定通知書（第４号様式）」により申請者にお知らせします。 

  ※ 選考基準は「八戸市未来の保育士応援奨学金 奨学生選考指針」（P16）を参照してください。 

 

（３）貸与決定後の手続き 

「保育士修学資金貸与・不貸与決定通知書（第４号様式）」に「保育士修学資金貸与契約書  

（第５号様式）」を４部同封しますので、全てに必要事項を記入し、提出してください。 

また、入金先の確認・登録のため、「口座振替受領申出票」を同封しますので、必要事項を

記入し、契約書と一緒に提出してください。 

 

≪書類作成上の注意点≫ 

※１ 契約者本人及び連帯保証人が契約書に押印する印鑑は必ず実印（印鑑登録証明書と

同じ印）としてください。 

※２ 契約書は、「消費貸借に関する契約書」に該当する文書であるため、４部のうち１部に

収入印紙の貼付が必要となります。（印紙の金額は、貸与期間１年の場合 400円、1年を

超える場合 1,000円） 

 

 （例） 

 

 

 

 

 

 

    

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

 

■提出期限    貸与決定通知書を送付する際にお知らせします。 

 

  

 

第５号様式（第３条関係） 

保育士修学資金貸与契約書 

 

                        貸与者（甲）  八 戸 市 

                        被貸与者（乙） 氏名 

  上記当事者間において、修学資金の貸与につき、次のとおり契約を締結した。 印紙 

被貸与者の印鑑 

（印紙と契約書の両方にかかるように押してください。） 
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2．修学中の手続きについて                                    

（１）在学証明書の提出 
   修学資金は、各年度を第 1期（４月～9月）と第 2期（10月～翌年 3月）に分け、「口座振替

受領申出票」（P4）により指定された口座へそれぞれ 6か月分をまとめて振り込みます。 

振込の時期、金額については以下のとおりです。 

また、振込にあたっては養成施設の在学証明書（卒業時は卒業証明書の写しでも可）を確認

しますので、こども未来課へ以下のとおり提出をお願いします。 

 

 【2024年度】（１年目） 

 第１期（４月～９月） 第２期（10月～翌年３月） 

振 込 の 時 期 2024年 10月下旬 
１年生：2025年４月下旬 

２年生：2025年 3月下旬 

振 込 金 額 ２４０，０００円 ２４０，０００円 

提出する在学証明書 

（又は卒業証明書）の 

発行日 

2024年９月１日～９月 30日に

発行のもの 

2025年３月１日～３月 31日に

発行のもの 

市への提出期限 2024年 10月４日 
1年生：2025年４月（４日 

2年生：2025年３月 14日 

   

【2025年度】（２年目） 

 第１期（４月～９月） 第２期（10月～翌年３月） 

振 込 の 時 期 2025年 10月下旬 
1年生：2026年４月下旬 

2年生：2026年３月下旬 

振 込 金 額 ２４０，０００円 ２４０，０００円 

提出する在学証明書 

（又は卒業証明書）の 

発行日 

2025年 9月 1日～9月 30日に

発行のもの 

2026年３月１日～３月 31日に

発行のもの 

市への提出期限 2025年 10月３日 
1年生：2026年４月（３日 

2年生：2026年 3月 13日 
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（２）その他、随時届出・申請が必要となるもの 

   下記の事由が生じた場合には、速やかにこども未来課へ書類を提出してください。 

事 由 提 出 書 類 

①（氏名・住所・電話番号を変更したとき 

保育士修学資金異動事項等届出書 

（第 8号様式（その１）） 

②（休学又は留年したとき 

③（停学の処分を受けたとき 

④（②の後）復学または進級したとき 

⑤（③の後）停学の処分が解かれたとき 

⑥（退学したとき 

⑦（修学資金を必要としなくなったとき 

⑧（連帯保証人の住所・氏名・電話番号に 

変更が生じたとき 

保育士修学資金異動事項等届出書 

（第８号様式（その３）） 

⑨（連帯保証人を変更するとき 
保育士修学資金連帯保証人変更申請書 

（第６号様式） 

※ ②③の事由が生じた場合には、修学資金の貸与を一時停止します。 

※ ⑥⑦の事由が生じた場合には、貸与を取り消し、借り受けた修学資金の全額を返還して 

いただきます。 

‛ 「６．修学資金の取消について」（P.9）、「7．修学資金の返還について」（P.10）を参照し、

必要な手続きを行ってください。 

‛ ⑦による取消後も引き続き養成施設に在学する場合には、本人の希望があれば修学資金

の返還を猶予できますので、「９．修学資金の返還猶予について」（P.14）を参照し、    

必要な手続きを行ってください。 

※ ⑨の変更申請書は「債務の保証に関する契約書」に該当するため、200円の収入印紙の  

貼付が必要となります。 
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３．卒業時の手続きについて                                   

【提出書類】 
 

  ・保育士修学資金養成施設卒業等報告書（第９号様式） 

  ・養成施設の卒業証明書の写し（振込を受けるために３月中に提出済みの場合は省略可） 

  ・保育士登録済通知書の写し 

 

  （就職先が決まっている場合） 

   ・就職等の事実を証明する書類（採用通知、辞令、雇用契約書などの写し） 

   

 

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

 

  ■提出期限    卒業年の４月末日（必着） 

 

 

≪卒業後の進路別 必要となる手続き≫ 

①１年以内に八戸市内の保育所等に保育士として就職する場合 

‛ 八戸市内の保育所等で常勤保育士（１日６時間以上、１月 20以上の勤務）として５年以上

勤務すると、修学資金の返還が全額免除となります。 

 

※ 従事期間が５年に達した場合には「８．修学資金の返還免除について」（P.12）を参照し、

免除申請を行ってください。返還の免除を受けるまでの間は、年に１回の現況報告と、異動

があった場合の届出が必要となります。 

※「４．市内の保育所等に勤務中の手続きについて」（P.8）を参照してください。 

 

 ②八戸市外の保育所等に就職する場合 

‛ 貸与した修学資金を全額返還していただきます。 

「７．修学資金の返還について」（P.10）を参照し、必要な手続きを行ってください。 

 

③保育士以外の職種に就職する場合 

  ‛ ②と同様です。 
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4．市内の保育所等に勤務中の手続きについて                        

（１）現況報告書の提出 

   「保育士修学資金現況報告書（第 10号様式）」により、毎年３月 31日時点（卒業年を除く）

の状況を報告してください。なお、返還が免除となった場合は、それ以降の提出は不要となり   

ます。 

  

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

  

 ■提出期限    卒業年の翌年から毎年４月末日（必着） 

 

 

（２）その他、随時届出・申請が必要となるもの 

   下記の事由が生じた場合には、速やかにこども未来課あてに書類を提出してください。 

   これらについても、返還が免除となった場合には、それ以降の提出は不要となります。 

事 由 提 出 書 類 

①（氏名・住所・電話番号を変更したとき 

保育士修学資金異動事項等届出書 

（第８号様式（その 2）） 

②（産前産後・病気等）休暇、育児休業等の

取得、休職または復職したとき 

③八戸市内の保育所等を退職したとき 

④連帯保証人の氏名・住所・電話番号に変更

が生じたとき 

保育士修学資金異動事項等届出書 

（第８号様式（その 3）） 

⑤八戸市内の保育所等へ転職したとき ・保育士修学資金異動事項等届出書 

（第８号様式（その 2）） 

・就業等の事実を証明する書類（採用通知、

辞令、雇用契約書などの写し） 

⑥連帯保証人を変更するとき 保育士修学資金連帯保証人変更申請書 

（第６号様式） 

※ ５年間以上従事する前に③の事由が生じた場合には、借り受けた修学資金は勤務年数に

応じて返還となります。 

「７．修学資金の返還について」（P.10）を参照し、必要な手続きを行ってください。 

※ ②、③、⑤の事由については、保育所等の長の証明が必要です。 
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５．貸与の停止について                                      

修学資金の貸与を受けている期間に、養成施設の「休学」、「留年」、「停学処分」に該当することと  

なった場合は、その事由が生じた日の属する月の翌月（事由が生じた日が月の初日の場合は、その日の

属する月）分から修学資金の貸与を停止します。 

速やかにこども未来課にご連絡の上、「保育士修学資金異動事項等届出書（第８号様式（その 1））」

を提出してください。 

 また、上記に該当した後、「復学」、「進級」、「停学処分の解除」に該当することとなった場合には、

その事由が生じた日の属する月の翌月（事由が生じた日が月の初日の場合は、その日の属する月）

分から貸与を再開しますので、速やかにこども未来課にご連絡の上、「保育士修学資金異動事項等 

届出書（第８号様式（その 1））」を提出してください。 

 

 

６．修学資金の取り消しについて                                 

修学資金の貸与を受けている期間に、 

本人が①「死亡」、②「養成施設を退学」、③「修学資金を必要としなくなった場合」に該当すること   

となった場合は、その事由が生じた日の属する月の翌月分から修学資金の貸与を取り消します。 

速やかにこども未来課にご連絡の上、①の場合は「死亡届（第 11号様式）」（相続人が提出）、 

②③の場合は「保育士修学資金異動事項等届出書（第８号様式（その 1））」を提出してください。 

 

 ・ ①については、借り受けた修学資金の返還が全額免除となります。 

「８．修学資金の返還免除について」（P.12）を参照し、必要な手続きを行ってください。 

 

 ・ ②～③については、借り受けた修学資金を全額返還していただきます。 

「７．修学資金の返還について」（P.10）を参照し、必要な手続きを行ってください。 
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７．修学資金の返還について                                   

（１）返還対象の対象となる事由 

   次の事由に該当する場合は、貸与を受けた修学資金の返還を行っていただきますので、速やかに

こども未来課へ連絡してください。 

 

 ① 修学資金の貸与が取り消されたとき（本人が死亡した場合は除く） 

  （ 貸与を受けた額の全額の返還が必要となります。 

取消後も引き続き修学先の養成施設に在学する場合には、卒業までの間返還が猶予されます 

「９．修学資金の返還猶予について」（P.14）を参照し、必要な手続きを行ってください。 

 

② 修学先の養成施設を卒業後、１年以内に八戸市内の保育所等に就職しなかったとき 

（八戸市外への就職、保育士以外の職種への就職など） 

貸与を受けた額の全額の返還が必要となります。 

以下の理由により１年以内に就職できない場合には、その理由が継続する間、返還の対象と

なりません。 

・ 将来、八戸市内の幼保連携型認定こども園で保育教諭としての就職を希望しており、 

幼稚園教諭第 1種免許状の取得のため他の大学等に編入する場合 

・ 病気その他やむを得ない理由で就職できない場合 

※「９．修学資金の返還猶予について」（P.14）を参照し、必要な手続きを行ってください。 

 

 ③ 市内の保育所等を従事期間５年未満で退職したとき 

退職までの間に、修学資金の貸与を受けた期間以上の従事があった場合には、従事期間に

応じて一部の返還が免除されますので、残りについて返還を行っていただきます。 

修学資金の貸与を受けた期間以上の従事がなかった場合には、貸与を受けた額の全額の 

返還が必要となります。 

※「８．修学資金の返還免除について」（P.12）を参照してください。 

・ 養成施設の卒業後に就職した市内の保育所等を退職し、市内の他の保育所等に転職 

する場合、退職後１年以内の転職であれば両方の従事期間を通算します。 

・ 当該要件への該当により返還を行った場合には、その後の状況の変化により市内の  

保育所等に再就職したとしても、一度返還いただいた修学資金をお戻しすることは   

できません。 

 

（２）返還の方法 

返還は月払い、半年払いのいずれかの方法となります。申し出があれば、一括払いによる 

繰上げ返還も可能です。 

また、返還の一部免除の対象者については、「８．修学資金の返還免除について」（P.12）を

参照し、返還額の一部免除を受けるために必要な書類も併せて提出してください。 
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（３）返還期間 

返還の事由が発生したのち、貸与を受けた期間の２倍の期間以内で返還を行っていただきます。 

 

  （例）２年間（24か月）貸与を受けた場合、返還期間は４年（48か月）以内となります。 

 

※ 返還が開始されたのち、定められた日までに返還されない場合は、年 14.6パーセントの 

遅延利息を返還金と併せて納入していただきます。 

 

（例）令和６年４月から 2年間（月 4万円×24カ月＝96万円）の貸与を受けた場合の返還 

・ 返還金額 96万円 

・ 返還開始 令和９年４月から 

・ 返還期間 4年間 

月払いの場合  4月から毎月 2万円ずつ返還（48回払い）  

半年払いの場合 半年ごと 6月及び 12月に 12万円ずつ返還（8回払い） 

   

（４）提出書類 

事 由 提 出 書 類 

①貸与の取消 

（死亡を除く） 

・保育士修学資金異動事項等届出書（第８号様式（その 1）） 

・保育士修学資金返還計画書（第 14号様式） 

②卒業後、市内保育所等に

就職しない場合 

・保育士修学資金養成施設卒業等報告書（第９号様式） 

・保育士修学資金返還計画書（第 14号様式） 

③従事期間５年未満で退職

した場合 

・保育士修学資金異動事項等届出届（第８号様式（その 2）） 

・保育士修学資金返還計画書（第 14号様式） 

 

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

 

■提出時期    連絡後、速やかに提出してください。 
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８．修学資金の返還免除について                                

（１）返還免除の対象 

   貸与を受けた方が次の事由に該当する場合は、修学資金の全額または一部の返還が免除と 

なります。 
 

【全額免除となる事由】 

  ①養成施設を卒業後１年以内に市内の保育所等に就職し、保育士として５年以上従事したとき。 

   ※ 産前産後休暇・育児休業・病気休暇など休職中の期間は、従事期間と算定されません。

復職してから引き続き従事期間として通算されます。 
 

    （（例）令和８年４月から令和 11年 6月まで従事       ３年３か月従事（ⅰ） 

   （   令和 11年 7月から令和 12年 6月まで出産のため休暇 （１年（対象外） 

    （   復職後、令和 12年 7月から令和 14年 3月まで従事  （１年９か月従事（ⅱ） 

    （  ※（ⅰ）と（ⅱ）の通算により、令和 14年 3月末をもって従事期間５年を満了。 

 

   ※ 卒業後就職した市内の保育所等を退職し、市内の他の保育所等に転職する場合、 

退職後１年以内の転職であれば両方の従事期間を通算します。 
 

    （例）令和８年４月から令和 11年 3月まで従事し、退職     ３年従事（ⅲ） 

     令和 11年 6月から令和 13年 5月まで他の保育所等で従事  ２年従事（ⅳ） 

      ※（ⅲ）と（ⅳ）の通算により、令和 13年 5月末をもって従事期間５年を満了。 
    

  ②本人が死亡したとき。 

  ③本人が心身の障がいにより次の事由に該当するとき。 

   ・ 養成施設に在学することが困難となったとき。 

   ・ 市内の保育所等で、継続して従事することが困難になったとき。 
  

 【一部免除となる事由】 

④市内の保育所等を、修学資金の貸与を受けた期間以上５年未満の従事で退職したとき。 

（退職後１年以内に市内の保育所等に再就職する場合を除く。） 
 

 免除額の割合は以下のとおりです。 

従事期間 免（除（額 

１年以上２年未満 貸与した額の５分の１に相当する額 

２年以上３年未満 貸与した額の５分の２に相当する額 

３年以上４年未満 貸与した額の５分の３に相当する額 

４年以上５年未満 貸与した額の５分の４に相当する額 

従事期間が貸与を受けた期間に満たない場合は、免除の対象となりません。 

（全額を返還いただきます） 
 

（例）在学中 2年間の貸与を受けたが、従事期間 1年半で退職し、以後は市内の保育所 

等で従事する見込がない場合･･･従事期間が貸与を受けた期間に満たないため一部 

免除は受けられません。 
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（２）提出書類 

事 由 提 出 書 類 

①市内保育所等で５年 

以上の従事 

・保育士修学資金返還免除申請書（第 12号様式） 

・従事先の保育所等が作成した在職期間を証明する書類 

（写し可） 

②死亡（ 相続人（相続人がいない場合には、監護する方）が届出を 

行ってください。 

・死亡届（第 11号様式） 

・事実を証明する書類（死亡診断書、戸籍謄本・抄本などの

写し） 

③心身障がいによる退学 

または退職 

本人の届出が困難な場合は、連帯保証人又は本人の親族に 

よる届出も可能です。 

・保育士修学資金返還免除申請書（第 12号様式） 

・事由を証明する書類（障害者手帳、診断書などの写し） 

④貸与を受けた期間以上 

５年未満の従事での退職 

・保育士修学資金返還免除申請書（第 12号様式） 

・従事先の保育所等が作成した在職期間を証明する書類 

（写し可） 

※ ④は一部免除のための手続きとなりますので、残りについては返還が必要となります。 

「７．修学資金の返還について」（P.10）も参照し、必要書類を併せて提出してください。 

 

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

 

  ■提出時期 

   ①市内保育所等で５年以上従事した場合 

・ ３月末に期間を満了した場合  ‛ その年の４月末日まで（必着） 

・ 上記以外の時期に満了した場合 ‛ 満了月の翌月末日まで（必着） 

    

②死亡、③心身障がいによる退学及び退学、④貸与を受けた期間以上５年未満の従事での 

 退職の場合 

  ‛ 事由発生後速やかに提出してください。 
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９．修学資金の返還猶予について                                  

（１）返還猶予の対象 

次の事由に該当する場合は、返還猶予の対象となりますので、こども未来課へご連絡ください。 

  ① 修学資金を必要としなくなったため、修学資金の貸与が取り消された後も、引き続き、 

修学先の養成施設に在学しているとき。 

  ② 災害・疾病その他やむを得ない理由により返還が困難になったとき。 

 

（２）提出書類 

事 由 提 出 書 類 

①貸与取消後も養成施設に在学 保育士修学資金返還猶予申請書（第 18号様式） 

②災害・疾病その他 
・保育士修学資金返還猶予申請書（第 18号様式） 

・事由を証明する書類 

  

■書類の提出先  〒０３１－８６８６ 青森県八戸市内丸一丁目１番１号 

八戸市こども未来課 企画グループ 未来の保育士応援奨学金 係 

 

■提出時期    連絡後、速やかに提出してください。 
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10．困ったときは（Q＆A）                                   

ỜḲ Ḵ 

Ａ：卒業後に市内の保育所等で保育士として従事する意思があること、ᵒ養成施設（八戸市外の 

養成施設を含む）に在学していること、の 2つの要件を満たしていれば、市内に居住していない

方でも貸与を受けることができます。 

また、卒業後も従事先が市内の保育所等であれば、居住地は問いません。 

（例：実家のある市外からの通勤も可。） 

 

ỜḲ 1 Ḵ 

Ａ：病気などの理由が継続する期間が見込める場合には、申請により、その期間における返還を 

猶予します。（ќＰ.14）ただし、卒業後１年間に追加できる猶予期間は原則 1年以内とします。 

その期間内に就職した場合には、そこから 5年間の従事により全額免除の対象となります。 

   また、特に重い病気などにより就職の目処が立たない場合には、返還の免除の対象となります。

（ќＰ.12） 

   いずれの場合も、理由を証明する書類を確認させていただきます。 
 

ṕ Ṗ 

      Ṯ ṯ      Ṯ 1 ṯ 

          

            ể              ṕ 1 Ṗ 

 

 

ỜḲ 5 Ḵ 

 Ａ：心身の障がい等、やむを得ない理由には該当しませんので、従事期間に応じた返還の対象と 

なります。（ќＰ.10） 

 

ỜḲ ệ 10    

Ḵ 

Ａ：５年間従事する前に退職した場合、退職時点ですみやかに再就職する意思があり、退職後１年

以内に再就職した場合には、従事期間を通算します。（ќＰ.12） 

ご質問のケースは、退職する時点で 1年以内の再就職の見込・意思がなく、従事期間に応じた

返還の対象となります。（ќＰ.10） 

なお、いったん返還を行っていただいた後は、その後再就職したとしても、修学資金をお戻し

することはできません。 
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八戸市未来の保育士応援奨学金 奨学生選考指針 

 

１ 選考指針 

‰ ᶘ ӟ χ ᶘ ΥΚϥτϜΤΤϩϣγ Ὂ̋ↄ τϢϤ ᶘ₉ σּיτνΜο ᶘ̋Ộʺ

ᴪὓχ ệ Ϭᾁ ΰʺάϦϣϬ › τ ΰο ᶘ Ϭ ―βϥϜχρβϥʻ 

 

 ᶘỘτḩβϥ ―◙  

ṁ   ∕ᶘ⅜ χ πיּ ͍ᶘ χϜχψ ∕ᶘ χʺ∕ᶘ⅜ χ πיּ ͎ᶘ

ӟ χϜχẉό ⅜ χ πᾝ∕∕ᶘΰοΜϥϜχψ∕ᶘ χᶘỘיּ

Τϣ ΰʺ₈ῇχᶘỘϬ ϛ ϥρ ϛϣϦϥּיʻ 

 

ᴣ  ͑ ᵬ ᴣӟᵰχᶘỘ τνΜοψ͏Ỹ ᴣρβϥʻˮ ˯τṁξ

Φʺ͏Ỹ ᴣχ ỡ ˢ ᴬ χ›ὓ Ϭᴬ π ΰθ ˣπ▄ βϥʻ 

( ʾ ʾͨʾ͖ʾ80˙100 ψ 4.5ʺ ʾ͗ʾ70˙79 ψ 3.75ʺᴦʾ͘ʾ60˙

69 ψ 3.25) 

     

―  τΣΪϥ χ ỡ Υ 3.0 ӟ χ◗ Ϭיּ ― ρβϥʻ 

 

  ᴪὓ ệτḩβϥ ―◙  

ṁ    ᴪὓχם Υʺᶘ Ϭ◦ βϥτ₉ πΚϥάρʻ 

 

ᴣ   ᴪὓ ệτνΜοχ ―ψʺ “  ᶘ Ṑ τΣΪϥכ◦

χᶘⱢ Ỳˢ ԁ ᶘⱢ Ỳˣχṁ τ Ấΰο Ϭ“Ξʻ 

ἇ τψʺ ψ τ ϩμοᴪὓϬ◦ΠοΜϥּי(ӟᴞˮᴪὓ◦ⱱּי˯

ρΜΞ )̒χᾛ Ϙ̋θψᶎ ⁮ χּאΰʺᴿ ˢᴿ τϢ

Ϥ Ϭ ΪϥϓΦⱧםϬ῝ τϢμοᶎ βϥάρΥπΦϥ ›τΣΜοʺ

ᴿ Ɫ א ︡ Ӫ τϢϤζχא ︡ τνΜοχ ӪϬ θρΦψ︡

ΰθᴿ Ɫ ˣτṁξΦʺῇ χ π▄ ήϦθ Ỳᶛρʺ ͎τṁξ

Φ▄ ήϦθ ṁ ᶛϬ ᶓΰʺ ỲᶛΥ ṁ ᶛϬ Πϥ ›ψʺ

ᾖ ρΰο ― ρσϣσΜʻ 

θιΰʺ ỲᶛτνΜοψʺᴪὓχⱧ Ϟ χᶘ Υ ΰΨ

ֳήϦϥϢΞʺ ỲᶛϬθιṐᵣ τ ṁ ᶛρ βϥχπψσΨʺ

ᴪὓχם Ϭ― ΰο βϥʻ 

Ϙθʺᴪὓ◦ⱱּיΥ χ Ϭ βϥᴪ πΚμοϜʺ χⱧ ΥΚμο

ὓӲⱱΥ₉ σ ›τψʺ ― ρβϥʻ 

 

 ᶘỲ ₰Ⱳχ τἰϥ▄ τνΜο 

ϯ  ᴪὓ◦ⱱּיχ͍ ḧχ ᶛ( ΥẶτΜϥ ›ψʺζϦηϦχ ᶛϬ›ϩδθ

Ỳᶛ)π⅜ βϥʻ 
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ϱ ϯχˮ ᶛ˯ρψʺỲ ʾ σςχ͍ ḧχ ỲᶛΤϣ Ὂ (ẚ χ ›

ψʺ ᶘ Ṑ Υכ◦ ϛϥ▄꜠τϢϤ▄ ΰθΏ ᶛ)ϬΏ ΰθỲᶛϬΜΞ  ̒

ϳ ◓ʾ ◓ ʺ ᶘּיχΜϥ ʺζχ χⱧ χΚϥ τνΜοψʺ ᶛ

Τϣ ᶘ Ṑ Υכ◦ ϛϥ Ώ ᶛϬΏ ΰθỲᶛϬζχ χ ᶛρϙσ

βάρΥπΦϥʻ 

  ◓ʾ ◓ ʺ ᶘּיχΜϥ ʺζχ χⱧ χΚϥ χΜγϦτϜᵺ ΰσ

Μ τνΜοψʺϱπ ϣϦθ ᶛϬ ᶛρβϥʻ 

ϵ ϳπ ϣϦθ ᶛΥ χ ρσμοϜʺζχỲᶛϬ ᶛρβϥʻ 

 

２ 選考 

 ˢ1ˣẉόˢ2ˣτ ϛϥṁ τϢϤ ―Ϭ“Μʺ ― ᵃּיϬὨ βϥʻ 

 ― ᵃּיΥ⅜ יּ ϢϤ Μ ›ψʺ ᶛχ ΜּיΤϣὨ βϥʻ 
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͍ Ώ ᶛ  

Ỹ  χⱧ    Ώ  ᶛ 

Ϭ

ρ

β

ϥ

Ώ

 

 ◓ʾ ◓ πΚϥάρ  ͕͕  ד

 ᶘּיχΜϥ πΚϥ

άρʻ 

ˢⱪ ʾ ᶘʾ ͍ τνΦ  x

ᶘ    ͏͍  ד

ᶘ    ͐͒  ד

 ꜛ ᶘ ꜛ ᵰ ᶘ 

‰ ᶘ   
⁯ʾ῝  ͏͕ ͕͒ ד  ד

♆  ͔͔ ͔͍͍ ד  ד

‰

ᶘ

  

⁯ʾ῝  

͍˙͏ᶘ  ͏͕ ͕͒ ד  ד

͐ʾ͑ᶘ ʾ

ῼᴬ 
͐͏ ͎͓ ד  ד

♆  

͍˙͏ᶘ  ͔͔ ͔͍͍ ד  ד

͐ʾ͑ᶘ ʾ

ῼᴬ 
͔͓ ͍͍͒ ד  ד

ᶘ 

ṍ ᶘ 

ᶘ Ԛ 

⁯ʾ῝  ͓͐ ͍͎͍ ד  ד

♆  ͍͏͏ ͔͍͌ ד  ד

 

 

ᶘ 

  

‰ ᴿ  
⁯ʾ῝  ͏͕ ͕͒ ד  ד

♆  ͔͔ ͔͍͍ ד  ד

ᴿ  
⁯ʾ῝  ͏͒ ͍͔ ד  ד

♆  ͍͎͌ ͓͍͐ ד  ד

 ᵲּיχΜϥ πΚϥ

άρʻs ϬḯϚˣ 
ᵲּ͍י τνΦ ͕͕  ד

 ṍ χΜϥיּ πΚϥ

άρ  ̒
χθϛὊ τ σ◦ ϬΰοΜϥ ḧỲᶛ 

 ︠θϥᴪὓ◦ⱱּיΥ ạ

ΰοΜϥ πΚϥάρʻ 

ạχθϛ τ◦ ΰοΜϥ ḧỲᶛ 

θιΰʺ͓͍ Ϭᾢד ρβϥʻ 

 ←ʺ ᵲʺᴲ←ζχ

χ←ᵲ ψ χ ᵲϬ

Ϊθ πΚϥάρʻ 

ᶨϬְϚθϛτ σⱢ∙ ψ ᶨ Ϭ ϥθϛχ

ṁ σ ▀︣ ˢ ʾ ʾ ˣτ ᵲΥΚμοʺ

ṍτϩθμο ◦̋ ψ ᾚτσϥρ ϛϣϦϥ ḧ

Ỳᶛ 

Ϭ

ρ

β

ϥ

Ώ

 

י₅ּ χ ᶘ ệ 

⁯ʾ῝  
ꜛ ᶘ ͎͏  ד

ꜛ ᵰ ᶘ  ͓͌  ד
˴ Ộ ᶛ 

♆  
ꜛ ᶘ ͏͓  ד

ꜛ ᵰ ᶘ    ͔͐  ד
˴ Ộ ᶛ 

˻ ―˼ 
͍ ˮ  ᶘּיχΜϥ πΚϥάρʻ˯ τϢϥΏ ψʺ Ϭי₅ּ Ψ ԌϬ ρβϥʻ 
͎ ᵺ βϥ χⱧ Υ͎ӟ Κϥ ›ψʺάϦϣχ Ώ ᶛϬ›ϩδοΏ βϥάρΥπΦ
ϥʻ 
͏ ᶘỲχ ₅ⱲτΣΜοʺ◓ằˢ ᶘּיʺ ᶘ χ◓ˣΥ͎ Ϭ Πϥ τνΜοψʺζχ
Πϥ τνΦ י₅ּ τἰϥ Ώ ᶛτ͑͌ ϬᴥΠθᶛϬד αθᶛϬήϣτΏ π
Φϥάρρβϥʻ 
ˢ ˣ◓ằ͏ χ ›ʿˮˢ͏ ˵͎ ˣ˷ˢ Ώ ᶛˢ χΏ ˣ˴͑͌ ˯ˣד χΏ

Ϭήϣτ ΪϥάρΥπΦϥʻ  
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͎ ṁ ᶛ  

Ỹ    ṁ ᶛ 

 

 

 

Ԍ 

 ͍  ד ͕͏͍  

 ͎  ד ͔͕͍  

 ͏  ד ͎͍͎  

 ͐  ד ͕͎͎  

 ͑  ד ͕͏͎  

 ͒  ד ͎͌͑  

 ͓  ד ͎͎͒  

 ͔ ӟ  
͎͓͐ sד ͍ βέρτ ά̋Ϧτ͍͎ ד

Ϭᴥ▄βϥʻx  

 
 
˻╥―˼ ẚ χ ›τϢϥΏ ᶛ 

ˢ “ ᶘ Ṑ Ộכ◦ χ χᶘⱢ Ỳˢ ԁ ᶘⱢ Ỳˣχṁ τ Ấˣ 

ḧ Ỳᶛ Ώ ᶛ 

400 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.2˴214  ד

ˢθιΰʺ ỲᶛΥ 268 ד χΏ ᶛψ Ỳᶛρ ᶛπΚϥʻx  

400 Ϭד Π 781 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.3˴174  ד

781 Ϭד Πϥ › 408  ד

 

ḧ Ỳᶛ Ώ ᶛ 

65 ӟᴞχד › ḧ ᶛρ ᶛ 

65 Ϭד Π 180 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.4 

ˢθιΰʺΏ ᶛΥ 65 ד

χ ›ψ 65 πΚϥʻxד  

180 Ϭד Π 360 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.3˴18  ד

360 Ϭד Π 660 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.2˴54  ד

660 Ϭד Π 1,000 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.1˴120  ד

1,000 Ϭד Π 1,500 ӟᴞχד › ḧ ᶛ˷0.05˴170  ד

1,500 Ϭד Πϥ › 245  ד

 

― 

͍ ‰ ᶘ ʺ‰ ᶘ ʺ ᶘ ψ ᶘ χ ᴿ τΣΜοʺ ᶘỲϬ Ϊϥּיχ ὓϬӲ

ⱱβϥּיχΞκʺẚ χ ḧ ỲᶛΥ Μּיˢẚ χΚϥּיΥ͍ χ ›ϬḯϚʻx τ

Κμοψˢ͖ˣχ ʺ σΜּיτΚμοψˢ͗ˣχ Ϭ βϥʻσΣʺ ḧ ỲᶛΥ ᶛχ

›τνΜοψʺΜγϦΤԁ χּיψˢ͖ˣχ ʺ χּיψˢ͗ˣχ Ϭ βϥʻ 

͎ Ώ ᶛψʺ͍ ד χ ΥΚϥρΦψʺ◌ּג᾿ βϥʻ 

 

ˢA  x

ˢB  x


